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   The analgesic effect of eel-calcitonin (Elcitonin) was evaluated in 10 patients with metastatic 
bone lesions from urogenital cancer. Five patients had renal cell carcinoma, while the remaining 
5 patients had prostatic cancer. Eel-calcitonin was injected intravenously to each patient at a dose 
of 80 units every day. The drug was markedly effective for 3 patients, effective for 4 patients and 
ineffective for 3 patients. The effect was better for prostatic cancer than renal cell carcinoma. 





わゆる骨性痙痛を伴った症例 に対 しcalcitoninを 使
用 し,有 効と思われる結果を得たので報告する.
と した.た だ しcalcitonin投 与 前 よ り鎮 痛 剤投 与 が
行 なわ れ て い る場 合 は,同 一鎮 痛 剤 の併 用 投 与 を 可 と
した.
疹 痛 の程 度 を 表 現 す る た め に,painscore(Table
i)を 作 り,鎮 痛 効 果 判 定 はpainscoreの 変 化 に基




学附属病院泌尿器科で入院加療 し,骨 単純撮影,コ ン
ピュータ断層撮影および骨シンチグラムで癌骨転移と




投与方法は,投 与前に皮内テス トを実施 し,合 成 ウ
ナギcalcitonin誘 導体(エ ルシ トニン②)80単 位 を
1日 量 として,500ml点 滴ボトルに入れ点滴注射 し
た,落 痛の程度により漸次減量,中 止することを原則
うな った り痛 い といい続 ける3
たびた び痛 い とい う2
ときどき痛 い とい うt
痛み を訴 えない0
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Table3.Calcitonin投与 症 例.
症例 年齢 疾患 骨転移部位 疹痛部位 程 度 前治療
(PainScore)
calcitonin併 用 療 法







7T.A.79前 立 腺 癌
8.H.1 66前 立腺癌
9.T.0.63前 立 腺 癌











頚 椎、肋骨、骨盤 全身の 関節
胸腰椎、大腿骨
腰椎、 骨盤 腰部
肩 甲骨、頚 椎 、肋 骨 腰部 、下肢
上腕 骨、胸腰椎、
大腿 骨、骨盤
腰椎 、大腿 骨、 腰部 、下肢
骨盤 骨































































PainScore鎮 痛 効果 効果


















































10症 例 の 骨転 移 部 位,疹 痛 部 位,落 痛 程 度(pain
score),前 治療,calcitonin投 与 日数,併 用 治療 法
を,Table3に 示 した.
1)疹 痛 に対 す る効 果
10症 例 のpainscoreの 変 化,効 果 発 現 時期,ca1-
citonin鎮 痛効 果 を,Table4に 示 した 。calcitonin
の鎮 痛効 果 は,著 効3例,有 効4例,無 効3例 で あ っ
た.疾 患 別 では,腎 癌 は著 効 な し,有 効3例,無 効2
例,前 立腺 癌 は 著 効3例,有 効1例,無 効1例 で あ っ
た.
鎮 痛効 果 の あ った7症 例 で,効 果 発 現 日の 最 も早 い
症 例 は投 与後3日 目で あ り(症 例6),最 も 遅 い 症 例






血清Ca値 は,症 例8,9を 除いた8症 例におい
て使用期間中正常値 を示した.症 例8は 使用前9.8
mg/dlで あったが,使 用1週 間目に7.6mg/dlと 低
下したためcalcitoninの 使用を中止 した.ま た,症




血清AlP値 も同様に,症 例8,9を 除 く8症 例
において,使 用期間中正常値を示 した.症 例8で は使
用前67.7KAU,使 用後78.7KAUと 少 し上昇した.




かった,他 の9症 例には,と くに副作用を認めなかっ
た.
考 察
Calcitoninは,哺 乳類 で は 甲状 腺 の 傍 濾胞 細 胞 よ
684 泌尿紀要33巻5号1987年
り分泌 されるペプチドホルモンであ り,血 清Ca濃
度の調節に関与している.副 甲状腺ホルモンの作用 と
拮抗 し,骨 吸収抑制作用を有することより,最 近では




痛に対 し,calcitoninを 使用 し,鎮 痛効果 のあるこ
と9-l-がー報告されている,自 験例において,腎 癌の骨
転移により骨疹痛に対するcalcitoninの 鎮痛効果は,
5例 中3例 有効,2例 無効であった.前 立腺癌の場合
は,5例 中3例 著効,1例 有効,1例 無効であった.
腎癌のほうが前立腺癌に比べ,相 対的に鎮痛効果発現
時期が遅かったこと,腎 癌症例3,4が 比較的長期間
calcitonin投 与す る も無効であったこと,前 立腺癌
症例8の 無効 という判定は副作用のための投与中止に
てなされた こ となどから総合的に判定すると,m









著効2例,有 効4例,無 効i例 であった.こ の結果か
ら,本 治験においてcalcitonin以 外の因子が疹痛に
対 して及ぼした影響は,ほ とんど除外 して考えてよい
と思われた.
文献的にみて も,calcitoninの 骨性疹痛 に対する
鎮痛作用の機序については不明の点が多い.骨 吸収抑
制作用12),中 枢性鎮痛効果13),筋 弛緩作用1A),抗 炎症
作用15),神 経伝達物質の伝導障害作用9)な ど,諸 説が
報告されている.'自験例においても,腎 癌 よりも前立
腺癌の骨疹痛に対 して,よ り強力にそしてより早期に













1)鎮 痛効果はto例 申7例(70%)Y`認 められた.前
立腺癌に対 してより有効であった.
2)し か しcalcitoninの 鎮痛作用機序について は現
在のところ定説がなく,今 後の検討が期待される.
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